
№０1７ 

平成29年1月6日 

公益社団法人 大阪自然環境保全協会 

自然体験イベント事故情報 
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発生日時 

平成28年12月21日（水） 午後 1時50分頃 

発生場所   公園・里山・海・川・渓谷・その他（      ） 

事故状況（何をして、どのように、どうなった） 

・調査場所へ行こうと林道入口に設置されている車止めをはずそうとした。 

 ・3本の鉄柱があり上部に鉄パイプがあり、それをあげた後、真ん中の鉄柱を引き抜く。 

 ・パイプを90度右側にあげ、鉄柱を抜こうとしているとき、あげた（はずの）パイプが落ちて

きて後頭部にガツンとあたった。 

 ・直後は痛みもきつかったので、同行していたＯさんに頭部を見てもらい、出血はなく、 

あたったところが少し腫れている状態だとわかる。その時、帽子はかぶっていなかった。 

 ・その日は痛みはあったが調査を続けた。翌日も変化はなかった。 

 ・2日後の23日、午後本を読んでいると、急に気分が悪くなり、怪我との関連も考え 

  病院の救急外来でCT検査をしてもらった。 
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誰が、どのように処置 

・自分で、持っていたタオルを湿らせ患部をおさえた 

ケガの部位・症状 

 頭部 やや左頭部 ぴりぴりした痛み 

 

推定原因と再発防止策は（分かる範囲で記入下さい） 

＊午後は午前中の調査疲れもあり注意力がにぶり勝ちになる。 

＊作業中、車外では帽子をかぶる。 

＊重い鉄杭のあるところは、二人作業にする。 
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 〇活動開始前のＫＹＫは行われたのか？ 

 〇上記推定原因と再発防止策に記載のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


